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～主人公の紹介～
・国土管理に目覚めた大
志ある少年。

・全国各地の事例を自分
で勉強していて詳しい。

・マンガの登場人物と既
に知り合いであることも。

・国土管理について学び
始めたピュアな少女。

・知識はまだ少ないが、
時折鋭い質問が飛び出す
ことも。

カンタ

リコ



ねえねえ！！
あれは何？

あれは、「くい掛
け」と言ってね、
稲の自然乾燥を
行っているん
だよ。

－ここは、秋田県との県境、宮城県大崎市旧鳴子町の

鬼首地区。「くい掛け」という伝統的な稲の自然乾燥の
方法が行われてきました。

なんだか、ナマハゲに
見えてきたわ。
かわいい♪

あそこも、
５年前は田んぼ
だったんだって。

えっ・・・。
たった５年でこん
な風になってしま
うなんて。

狭い農地と冷涼な
気候という厳しい環境
の中で、米の価格が低
くなったり、農家の高
齢化が進んだりと、
農地の荒廃が
止まらない状況が
続いてきたんだ。

おにこうべ

なるこおおさき



こんなに美しい
景色が失われて
いくなんて
寂しいわ・・・。

この景色を守っていくために、
僕らにもできることが
あるんだ。

私
に
で
き
る
こ
と
が

あ
る
な
ら

貢
献
し
た
い
！

・・・
け
れ
ど
、移
住
し
て

農
家
に
な
る
の
と
か
は
、今
は

ち
ょ
っ
と
ハ
ー
ド
ル
が
・・・
。

そこまではできないと
いう人は、リコだけじゃ
ないだろう？

うん。
リコ、米作りや農村
風景を支えている
のは誰だと思う？

農家さん！

でも、答えは
それだけじゃないよ。

リコ、NPO法人鳴子
の米プロジェクトの
上野理事長に話を
聞きにいってみな
いか？

もう一つの答えが
見つかるかもしれ
ないよ。

ワクワク♪
どんな話が
きけるかな。

なるこ



こんにちは。鳴子の米プ
ロジェクトの上野です。

こんにちは。

こ
れ
は
、私
の
お
米
で
作
っ
た

お
む
す
び
で
す
。

是
非
、食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ありがとうございます。
これはゆきむすびという
品種なんですよ。

ゆ
き
む
す
び
？

初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

ゆきむすびは、
寒さの厳しい場所で
栽培した方が美味しく
育つんです。

鬼首で試験的に栽培に
挑戦した結果、「ゆき
むすび」という名
で品種に登録され
たんですよ。

そんな特徴のお米が
あったなんて。
まさに、適地適作ですね。

そう。
私たちは、このゆきむすび
を栽培しながら、食と農を
「食べ手」と「作り手」が
一緒になって支えていくこ
とを目指しているんです。

おにこうべ

なるこ



「食べ手」が支えるって、
イメージが沸かないん
ですが・・・。

米農家は、米を買ってくれる
人がいて、はじめて収入を
得ることができますよね。
だから、消費者一人ひとりも、
食と農の支え手だと
思うんです。

そんな風に
考えたこと
ありませんでした。

私たちは、米の価格を
自ら設定し、食べ手に
直接販売をしています。
茶碗１杯に
すれば２４円。
そのうち１８円が
農家の収入に
なります。

思ったよりも安いなと
思いました。
コンビニの１００円の
おにぎりだって、
高いと思わないのに・・・。

そう。
実際は、茶碗１杯
から１２円くらいの
収入しか得られて
いないのが
一般的な農家の
現実です。

私たちは、ブランド化
して高級品を売っていき
たい訳じゃない。
けれど、茶碗１杯から６円
だけでも多めにいただかな
いと、農業の継続が
難しいという状況を
伝えているんです。

茶碗１杯２４円なら私も払え
ます。ほんの小さな貢献か
もしれないけど。

その気持ちが大事なんですよ。
消費者一人ひとりの小さな
応援が、大きな力になると思っ
ているんです。

「食べ手」を広げていく
のは、相当大変だった
のではないですか。

今
で
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に

か
な
り
遠
方
か
ら
鳴
子
の
こ
と
を

思
っ
て
く
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

け
れ
ど
、私
た
ち
の
取
組
の

原
点
は
、地
域
内
の
応
援
団
を

増
や
し
て
い
く
こ
と

だ
っ
た
ん
で
す
。

私
た
ち
の
思
い
を
地
域
で

暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
に
、丁
寧

に
伝
え
、地
域
の
小
・
中
学
校
で

講
演
会
を
行
っ
た
り
、

稲
刈
り
農
業
体
験
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

茶碗１杯＝２４円
農家の収入＝１８円

鳴子の米プロジェクトの
農家の場合

茶碗１杯＝１８円
農家の収入＝１２円

一般的な農家の場合

なるこ

な
る
こ



まずは地域のみんなで
地域のことを考えるのが
大切なのですね。

はい。そうしているうちに、
「食べ手」のネットワークが市外・
県外へ広がっていったんです。

そ
れ
は
よ
い
こ
と
で
す
ね
。

農
村
風
景
の
荒
廃
は
い
た
る
と
こ
ろ
で

起
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
取
組
が
ほ
か
の
地
域
で
も

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

私の地元にも、美しい農村風景が
広がっています。
消費者という立場から出来ること、
もっと考えてみたいなと思いました！

今日は、貴重なお話、
ありがとうございました

取組事例に学ぶ課題と解決の方向性①

定住人口、交流人口の観点に加え、地域や地域の人々と多様に関わる「関係人口」にも
着目し、人材確保の裾野を広げることが重要です。

NPO法人鳴子の米プロジェクトは、大崎市役所と
連携し、地元の学校の食育講演会や消費者への普
及・啓発活動としての「食の哲学塾」の開催、農
作業体験修学旅行の実施を通じた地域での米づく
りや食と農の大切さなどの学習の機会を設けるな
ど、次世代の担い手確保や「関係人口」の増加に
つながる取組を実施しています。

人（主体）の視点①

人（主体）の視点②

広い地域や複数の主体を対象とした取組の場合は、取組に前向きな主体に先行して
もらい、理解を得ながら段階的に取組を拡げていくことが有効です。

NPO法人鳴子の米プロジェクトでは、農と食を
「作り手」と「食べ手」の双方で支えていくと
いう理念のもと、「食べ手」の輪を増やしてい
くために、まずは地域住民にプロジェクトの課
題意識を伝えていくことに取り組みました。地
域内で農村景観や米作りを支えていく意識が醸
成されていくにしたがって、米の予約をする個
人や旅館・ホテルが増えはじめ、やがては親戚
や友人に広めたいという動きとともに市外・県
内外都市部へと「食べ手」が広がっていきまし
た。また、「食べ手」が広がっていくことで、
「作り手」側の理解も進んでいきました。



取組事例に学ぶ課題と解決の方向性②

土地の視点①

土地の視点②
様々な視点からの効果を意識し、総合的に最も適した土地の使い方を選択することが重要です。

NPO法人鳴子の米プロジェクトでは、米作りを農家だけの問題にせず、観光地鳴子に欠かせない田園風景を生み出す地域の営みと捉えることで、よ
り多くの人々と価値観を共有することが出来ました。

仕組みの視点

人口減少下の持続可能な国土管理のためには、国民一人ひとりが国土に関心を持ち、その管理の一端を担う国民の参加による国土管理（国土の国民的経営）を様々
な形で進めていくことが一層重要になります。国土の国民的経営の推進のためには、国土管理の現在の担い手である土地所有者や土地利用主体のみならず、消費者と
も価値観を共有し、信頼関係を構築することが必要です。消費者を巻き込んだ国土管理の観点からは、生産者と消費者が連携し、前払いによる農産物の契約を通じて
相互に支え合う仕組みであるCSA（Community-Supported Agriculture：地域支援型農業）の考え方も参考となります。

※

エシカル消費：地域の活性化や雇用なども含む、人や社会、環境に配慮した消費行動。消費者それぞれが各自にとっての社会的課題の解決を考慮したり、そうした課題に取り組む

事業者を応援しながら消費活動を行うことを指す。

NPO法人鳴子の米プロジェクトの事例もCSAの一種といえます。

持続可能な国土の利用・管理のため、外部不経済の抑制や土地の使い方の質の向上に留意しつつ、できるだけ具体的な土地の使い方を検討することが重
要です。

NPO法人鳴子の米プロジェクトの取組では、鳴子の農業や風景を支えていきたいといった理由から、多くの消費者が、持続的な生産が可能な価格を
意識した上で米を購入しており、こうした消費者の行動はエシカル消費（※）の一種とも言えます。
中山間地域等の小規模な農林業は、一部を除けば規模拡大や集約化による効率化が困難で収益性が低い場合が多いですが、こうした土地利用の担い
手が「小さな利益」を確保することが出来れば、より多くの地域で持続可能な国土管理を実現できる可能性が広がります。
一人ひとりの消費者が、国土管理の担い手の持続可能性も意識した消費行動を実践していくことも大切です。

NPO法人鳴子の米プロジェクトでは、山間地に適した品種である「ゆきむすび」を導入し、適地適作で栽培しています。



「マンガでわかる！国土管理
～カンタとリコの訪問記」の

Ｆａｃｅｂｏｏｋページも開設しています。
マンガの新作をアップしていく予定です。

たくさんの皆様の「いいね！」を
お待ちしています！

○ Ｆａｃｅｂｏｏｋページはこちらです。
https://www.facebook.com/mlit.kokudokanri/

Ｆａｃｅｂｏｏｋページ
にリンクします

○ 国土交通省ＨＰにも掲載しています。
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/fukugou-sentaku_kokudoriyou.html#manga


